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コメント 

本研究は、リグニンや油脂など、再⽣可能資源ではあるが、
今まで有効に利⽤されてこなかった難分解性化合物を⼩さな分
⼦に分解し、資源化するための基礎研究を⽬的としたものであ
る。バイオマス資源の有効利⽤の点から独⾃性や創造性が認め
られ、また、有機合成化学に新たな概念が⽣まれる可能性があ
る。本研究の進展は、有機化学や有機⾦属化学分野のみならず、
触媒化学、有機⼯業化学などの分野にも影響を与え得るもので
ある。 

応募者は、これまでの研究活動において、⼩分⼦の活性化に
関して世界でも有数の研究業績を上げており、本研究を遂⾏し、
⼤きな研究成果を上げることが期待できる。 

  

 

  


